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徳島県立総合大学校 とくしま政策研究センター

１１１１．．．．事業事業事業事業のののの背景背景背景背景、、、、目的目的目的目的
徳島県では、今後３０年以内に６０％程度の確立で発生すると予測される

南海地震への備えは喫緊の課題である。特に、地震発生後に来襲する津波に
対する地域住民の避難行動に関する意識向上は、最も重要な課題である。
こうした背景から、当政策研究センターは平成２２年度調査研究として、

「人はなぜ地震津波から逃げないのか 「地震津波から逃げる人は 『自分」、 、
の安全は自分で守る』といった自助意識が醸成されているのではないか」な
どその行動心理を調査研究した。加えて、家族の自助意識を醸成するツール
として 「家族の防災計画」作成支援ソフト（試作品）を制作、一般に活用、
できるようホームページにて公開することにより、将来発災が確実視される
南海地震に向けた今後の地域防災政策の一助とすることを目的とした。

２２２２．．．．事業事業事業事業のののの実施結果実施結果実施結果実施結果
[[[[調査研究調査研究調査研究調査研究]]]]
別添のとおり 「地震津波時における避難行動の意識向上と自助の重要性、

に関する調査研究」について報告書を取り纏めた。本調査は、2010年2月
２７日のチリ中部沿岸部で発生した地震津波における対象地域住民の避難行
動意識について、二つの課題を研究した。一つは 「人はなぜ津波地震から、
逃げないのか 、もう一つは 「地震津波から逃げる人は 『自分の安全は自」 、 、
分で守る』といった自助意識が醸成されているのではないか」である。
「人はなぜ津波地震から逃げないのか」は 「人は身近に地震の揺れを感じ、
なければ、津波の来襲を恐れて避難しようとしないのではないか 、なかで」
も 「身近に地震の揺れを感じなければ、津波の来襲を恐れて避難しようと、
しない人に対し避難行動を促すには 『周りの人達の避難』や『周りの人達、
の呼びかけ』が有効な手段ではないのか」という仮説を検証した。

６.４％ ８５.6％ ８.0％

３８.2％ ４７.４％

[[[[避難避難避難避難したしたしたした理由理由理由理由]]]] [[[[避難避難避難避難しなかったしなかったしなかったしなかった理由理由理由理由]]]] [[[[避難避難避難避難しなかったしなかったしなかったしなかった理由理由理由理由]]]]
（第一理由） （第一理由） （第一理由）
・・・・自分自分自分自分のののの命命命命をををを守守守守るためるためるためるため ・海外で起きた地震だったから ・・・・揺揺揺揺れをれをれをれを感感感感じなかったからじなかったからじなかったからじなかったから ７０.７％
・・・・避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告がががが発令発令発令発令されていたからされていたからされていたからされていたから ・・・・他地域他地域他地域他地域のののの状況状況状況状況をををを見聞見聞見聞見聞きしてきしてきしてきして、、、、避難避難避難避難しなくてもしなくてもしなくてもしなくても

３６.４％ 　　　　大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫とととと思思思思ったからったからったからったから ５０.０％
（特徴的理由） （特徴的理由）
・・・・揺揺揺揺れをれをれをれを感感感感じなかったからじなかったからじなかったからじなかったから ４５.５％ ・・・・２２２２ｍｍｍｍ程度程度程度程度のののの津波津波津波津波ならばならばならばならば、、、、避難避難避難避難しなくてもしなくてもしなくてもしなくても大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫

    と    と    と    と思思思思ったからったからったからったから ５０.０％

[[[[「「「「自分自分自分自分のののの命命命命をををを守守守守るためるためるためるため」」」」とととと答答答答えたえたえたえた人人人人のののの複数回答複数回答複数回答複数回答]]]] [[[[次回次回次回次回、、、、避難避難避難避難するするするする理由理由理由理由]]]] [[[[次回次回次回次回、、、、避難避難避難避難するするするする理由理由理由理由]]]]
（第一理由） （第一理由） （第一理由）
・・・・避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告がががが発令発令発令発令されていたからされていたからされていたからされていたから ・・・・大大大大きなきなきなきな揺揺揺揺れをれをれをれを感感感感じるじるじるじる地震地震地震地震がががが発生発生発生発生 ８０.３％ ・・・・大大大大きなきなきなきな揺揺揺揺れをれをれをれを感感感感じるじるじるじる地震地震地震地震がががが発生発生発生発生 ８２.９％
・テレビやラジオで津波の放送を見聞きしたから （特徴的理由） （特徴的理由）
・避難訓練の時もしているから ・・・・周周周周りのりのりのりの人達人達人達人達がががが避難避難避難避難 ５０.０％ ・津波が自分の近くまで来襲 ４７.６％

５０.０％ ・・・・周周周周りのりのりのりの人達人達人達人達からのからのからのからの呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ ４５.１％

２０１０年２月チリ地震における避難行動（１７３人）

避難した（１１人） 避難しなかった（１４８人）

避難の必要性は感じていたがしな
かった（６６人）

避難しようと思わなかった
（８２人）

無回答（１４人）
ＡＡＡＡグループグループグループグループ

BBBBグループグループグループグループ ＣＣＣＣグループグループグループグループ
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結果、避難しようとしない人のうち、避難の必要性は感じていてもしない
人と、避難しようと思わない人では避難行動に関する意識が異なり、避難の
必要性は感じていてもしない人は、必ずしも「人は身近に地震の揺れを感じ
なければ、津波の来襲を恐れて避難しようとしない」が避難の第一理由とは
ならなかった。一方、避難しようと思わない人は、同理由が第一理由となっ
た。また 『周りの人達の避難』や『周りの人達の呼びかけ』が有効な手段、

、 、『 』となるかは 避難の必要性は感じていてもしない人は 周りの人達の避難
が有効な手段の一つとなり、避難しようと思わない人は 『周りの人達の呼、
びかけ』が有効な手段の一つとなった。こうしたことから、この仮説は、あ
る程度適切であるとみなせるが断言することは困難である。
次に 「地震津波から逃げる人は 『自分の安全は自分で守る』といった自、 、

助意識が醸成されているのではないか」は 「津波から避難した人は、自助、
の意識が醸成されていて、情報の判断力を身につけ、防災訓練にも参加し、
緊急時の行動について家族と取り決めをしている極めて危機管理力の高い人
ではないのか」という仮説を検証した。
結果、この仮説は適切であるとみなせた。特に、津波避難訓練が重要であ

ることを証明することができた。

[[[[ソフトソフトソフトソフト制作制作制作制作]]]]
「家族の防災計画」作成支援ソフト（試作品）のアウトプットイメージは

別添のとおり。一般に活用できるよう徳島県立総合大学校のホームページに
公開する予定。
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